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第77回 定時会員総会を6月5日（木）にホテル日航姫路にて実施いたしました。
当日は118名の会員の皆様にご出席いただき、すべての議案が原案通り承認されました。

第一号議案　規約改正の件 ……議案書 1 P 参照

第二号議案　2024年度事業報告承認の件 ……議案書 2 P 参照

第三号議案　2024年度収支決算承認の件 ……議案書 15P 参照

報告第一号　2025年度事業計画について  ……議案書 18P 参照

報告第二号　2025年度収支予算について ……議案書 26P 参照

【基本方針】『地域と企業の更なる発展に貢献します』

１．「会員による会員のための事業」を基本として“人”と“経営”に関する事業を企画・推進する
２．事業活性化を目的とした既存事業の精選を行うとともに、新事業への取り組みを展開する
３．会員相互の率直な情報交換及び交流・親睦を行う機会や場所を提供、新会員獲得を目指す
４．会員ニーズに素早く対応し、協会のスケールメリットを活かした支援策を充実する
５．行政、関係各機関との連携を深め、姫路経営者協会の重要性を高める
６．SDGsに沿った、企業経営全般に対する持続可能な事業展開を目指す

【年度方針】当協会が設立以来、一貫して行う「人」が重要な資源であることを踏まえ、
　　　　　　引き続き産学官との連携を密に、以下の項目に取り組む。

１．兵庫県・姫路市と協力して地方創生を雇用・就業対策の面から支える活動を展開し、特に若者の就業支援、
人材育成に注力する。
・若者に魅力ある企業、環境の構築支援と情報発信による積極的人材確保
・グローバル採用を推進し、多様な人材を受け入れられる企業風土の構築
・家庭・学校・企業・地域が一体となった人材育成
・高校生、大学生に対する職業観の醸成支援 

２．多様な人材・働き方を実現するために広く情報収集し、事例報告および試行を通じて会員企業を支援する。
３．会員相互の交流の促進を支援する。
　　会員企業・団体との情報交換の場の提供や異業種交流、会員外企業との交流や新たな事業への取り組み支援
を進める。

４．SDGs推進に向けて、会員企業ならびに行政・関係機関と連携した事業を展開する。
５．会員企業の事業活動支援強化を目的として、将来を見据えた事務局内の適正な人員配置と人材育成を進める。

ӈهೋݩ࣍ίʔυ͔Β΋ٞҊॻを͝ཡいた͚ͩま͢。⾣
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　会員懇親会では121名の方にご出席いただきました。 来賓としてご出席いただきました姫路市長 清元 秀泰 様、
兵庫県中播磨県民センター長 井野 健三郎 様よりご挨拶いただき、兵庫県西播磨県民局長 城下 隆広 様には乾
杯のご発声をいただきました。
　ご来賓の皆様へ深く御礼申し上げます。
　会員の皆様が一堂に会し、懇親を深める場となりました。

　定時会員総会に引き続いて記念講演会を実施しました。日本抗加齢医学会理事長・近畿大学客員教授 山田 秀
和 氏をお迎えし、老化現象の仕組みについて解説いただきました。

アンチエイジング医学の現状と未来 ―暦年齢から生物学的年齢へ―

঺հࢣߨ
೔ຊ߅Ճྸҩֶձཧࣄ௕ɾۙـେֶ٬һڭत　ࢁ田çल࿨ࢯ
අཹֶੜͱͯ͠څɻΦʔετϦΞ੓෎ۀେֶҩֶ෦Λଔـۙ
΢ΟʔϯେֶɺถཱࠃࠃӴੜڀݚॴͰ໔ӸֶΛݚᮎ͞ΕΔɻ
����೥ʹൽෘՊڭतɺ����೥ʹۙـେֶΞϯνΤΠδϯά
ηϯλʔΛ૑ઃɻ࠶ੜҩྍʹ΋஫ྗ͠ɺ����೥େࡕେֶটᡈ
ࡕɾؔ੢ສതটகʹ����೥͔ΒؔΘΓʮେࡕतΛྺ೚ɻେڭ
ύϏϦΦϯʯਪਐҕ員͓ΑͼσΟϨΫλʔΛ務Ί͍ͯΔɻ

【変更の目的】
　当協会には664会員が所属（2025年3月時点）しており、そのうち108会員が姫路市域外からの会員となってい
ます。今後さらなる成長と地域貢献を目指すうえで、名称においても現在の活動範囲を正しく反映し、「姫路」
から「播磨」への地域拡大を明確に示す必要があります。
　これにより、協会の存在意義と価値を広く周知し、播磨地域および兵庫県内における企業・団体の発展により
一層貢献してまいります。

新名称：播磨経営者協会（ハリマケイエイシャキョウカイ）

　去る2025年3月18日（火）の理事会にて決議された姫路経営者協会名称変更に伴い、第一号議案として「規約改
正の件」が定時会員総会にて審議され、承認・可決されました。
　これにより当協会は2026年4月1日より下記の通り名称が変更となります。



ըʢ�݄ʙ�݄ʣܭಈ׆協ܦ

��݄
�೔ Ր தࣾݎһݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
�೔ ਫ தࣾݎһݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ ۚ ঺հηϛφʔۀاʢ�೥ʣߍ౳ֶߴۀ޻ඣ࿏ཱݝ ߍ౳ֶߴۀ޻姫路ཱݝ
��೔ ೔ Πϯλʔϯγοϓࣄલݚम ΠʔάϨͻΊ͡çηϛφʔ̗ࣨ
��೔ ݄ ձใࢽçൃߦ
��೔ ໦ ਓ੍ࣄ౓ɾ࿑຿࠙ஊαϩϯ 姫路経営者協会çݚमࣨ
��೔ Ր ؅ཧ৬ݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ ਫ ؅ཧ৬ݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ ݄ एखܦӦक़çఆྫձ 姫路経営者協会çݚमࣨ
��೔ Ր ؂ಜऀݚमçऀࡾ໘ஊ 姫路経営者協会çݚमࣨçଞ

��݄
�೔ ਫ ηϛφʔ͚޲ۀاͷϚονϯάۀاͱࡐਓࠃ֎౓ߴ 姫路経営者協会çݚमࣨ
�೔ ໦ தࣾݎһݚम 姫路঎޻会ٞॴç���会ٞࣨçଞ
��೔ Ր ϏδωεϚφʔݚम 姫路経営者協会çݚमࣨ
��೔ ਫ ؅ཧ৬ݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ ໦ ؅ཧ৬ݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ Ր ؂ಜऀݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ ਫ ؂ಜऀݚम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨçଞ
��೔ ໦ ηϛφʔ্޲ϒϥϯσΟϯά༺࠾ 姫路঎޻会ٞॴç���会ٞࣨ
��೔ ۚ ਓࣄɾ࿑຿ɾڭҭ؅ཧ؂ಜऀڀݚձʢ+3,ڀݚձʣ 姫路経営者協会çݚमࣨ
��೔ ౔ ۀࣄɾؔ੢ສതট଴ࡕੜ͓Αͼେֶੜେߍߴ

ʢ�݄ʙ�݄ʣࠂಈใ׆協ܦ

��݄

�೔ ໦ ձใࢽçൃߦ
֊૚ผݚमçϦʔμʔݚम 姫路経営者協会çݚमࣨ

��೔ ໦ ฌݝݿத೻ຏݝຽηϯλʔɾඣ࿏ܦӦऀڠձ
৽೥౓ओཁ܎ʹۀࣄΔҙ׵ަݟձ 姫路経営者協会çݚमࣨ

��೔ ۚ *5Ϛφʔͱτϥϒϧ༧๷ݚࡦम 姫路঎޻会ٞॴçݚ���मࣨ

��೔ ਫ ϏδωεϚφʔݚम 姫路঎޻会ٞॴç���会ٞࣨ
एखܦӦक़çఆྫձɾ૯ձ 姫路経営者協会çݚमࣨ

��೔ ໦ ਓࣄɾ࿑຿ɾڭҭ؅ཧ؂ಜऀڀݚձʢ+3,ڀݚձʣ 姫路経営者協会çݚमࣨ

��೔ ೔ ����ͻΐ͏͝ۀاͱֶੜͷަྲྀձ
	ฌܦݝݿӦऀڠձç࠵ڞ
 ਆࡍࠃށ会ؗ

��೔ Ր தࣾݎһݚमçऀࡾ໘ஊ 姫路経営者協会çݚमࣨçଞ
��݄

�೔ ໦ ձһ૯ձ࣌ձʗఆࣄ໾ձɾཧࡾ
ఆ࣌ձһ૯ձه೦ߨԋձʗఆ࣌ձһ૯ձձһ࠙਌ձ ϗςϧ೔ߤ姫路

��೔ Ր ͷ࠙ஊձۀاಋ୲౰ऀͱࢦͷਐ࿏ߍߴ ϗςϧϞϯτϨ姫路
��೔ ਫ ؅ཧ৬ݚमçऀࡾ໘ஊ 姫路経営者協会çݚमࣨçଞ
��೔ ໦ ࣾձ׆ݙߩಈҕһձ 姫路経営者協会çݚमࣨ
��೔ Ր ࿈བྷձܞ࿈ֶ࢈ 姫路経営者協会çݚमࣨ
��೔ ໦ ਓࣄελοϑڀݚձʢ14$ڀݚձʣ 姫路経営者協会çݚमࣨ
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����೥౓ΈͲΓのඒԽΩϟンϖʔンʢڥ؀ରࡦҕһ会ʣ

ɹ�݄��೔ʢՐʣʹ 姫路ͷ·ͪΛඒ͘͢͠Δӡಈ協ٞ会͕࣮͞ࢪΕͨʮ����
೥౓ΈͲΓͷඒԽΩϟϯϖʔϯʯʹڥ؀ରࡦҕ員会ͷҕ員�໊͕ࢀՃ͠·͠
ͨɻ
ɹ౰೔͸ࣄ務͔ہΒ΋�໊͕ࢀՃ͠ɺ姫路৓पลͷਗ਼૟׆ಈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ʪ׆ڠܦಈใࠂʢ�݄ʣʫ

एखܦӦक़çఆྫ会ɾ૯会

ɹ�݄��೔ʢਫʣʹ एख経営क़ͷఆྫ会͓Αͼ૯会Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ����೥౓ΑΓൃ଍ͨ͠౰क़͸ɺࡀ��ҎԼͷक़ੜͰӡ営͢Δ෦会Ͱ͋Γɺ
Ί��໊͕ॴଐɺࣗ社঺հ΍ΰϧϑίϯϖΛ௨ͯ͠ϝϯόʔؚہ務ࣄ͸ࡏݱ
ಉ士ͷ࠙਌ΛਂΊ͍ͯ·͢ɻ����೥౓͸૯会ʹͯ役員վબΛ͍ߦ৽ମ੍ͱ
ͳΓ·ͨ͠ɻ
क़ɹ௕ɹதԝࣗಈंࣜגۀ޻会社ç営ۀ౷ׅマωʔδϟʔ݉ຊళ௕
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹçݪ܂ɹç理çࢯ
෭क़௕ɹ޻੒ݐઃࣜג会社çऔక役෦௕ɹɹɹࣲాçᕣ࢘çࢯ
෭क़௕ɹπϘαΧࣜג߯ػ会社ç営ۀ෦ɹɹɹੴҪçഢւçࢯ
会ɹ計ɹࣜג会社πϘαΧਫ਼޻çऔక役ઐ務ɹ௷ࡕç੓人çࢯ

*5Ϛφʔͱトϥϒϧ༧๷ݚࡦमʢڭҭҕһ会ʣ

ɹ�݄��೔ʢۚʣʹ ʮ*5マφʔͱτϥϒϧ༧๷ݚࡦमʯΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ౰೔͸�社͔Β��໊ͷํʹ͝ࢀՃ͍͖ͨͩɺ৽ೖ社員Λ࢝Ίͱͨ͠एख社
員͕஌͓ͬͯ͘΂͖*5マφʔʹ͍ͭͯɺ࣮ࡍʹࣗ͝਎ͷεマʔτϑΥϯΛ
मͷకΊׅΓͱͯ͠ɺ*5ͷݚͳ͕ΒֶΜͰ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ৽ೖ社員͠༺࢖
·΋Β͏͖͔͚ͬʹͳΓͯͬ࣋఺͔Βֶੜͱ社会人ͷҧ͍ʹ͍ͭͯҙࣝΛࢹ
ͨ͠ɻ
ࢯçՅҰçݪɹࣰࢣߨɹ姫路経営者協会çొ࿥ࢣߨ

ฌݝݿத೻ຏݝຽηンλʔɾඣ࿏ܦӦऀڠ会新೥౓ओཁ܎ʹۀࣄΔҙ׵ަݟ会ʢࣄ຿ۀࣄہʣ

ɹ�݄��೔ʢ໦ʣʹ ฌݝݿத೻ຏݝຽηϯλʔɾ姫路経営者協会Ͱ৽೥౓ओཁ
ʹ೥��݄��೔ʢ݄ʣࡢɻ͋Θͤͯɺͨ͠·͠ࢪ会Λ࣮׵ަݟΔҙ܎ʹۀࣄ ฌ
ຽηϯλʔʹఏग़ͨ͠ʮ����೥౓ݝத೻ຏݝݿ த೻ຏݝຽηϯλʔ΁ͷ
ཁ๬ॻʯʹର͢Δճ౴ॻΛड͚औΓ·ͨ͠ɻ

ϏδωεϚφʔݚमʢڭҭҕһ会ʣ

ɹ݄̑��೔ʢਫʣʹ ϏδωεマφʔݚमΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ౰೔͸��社͔Β��໊ͷํʹ͝ࢀՃ͍͖ͨͩɺ͍͋ͭ͞΍ݴ༿͍ݣɺి࿩
ԠରΛ͸͡Ίͱͨ͠相खʹྑ͍ҹ৅Λ༩͑ΔϏδωεマφʔͷ֬࠶認ɾϒ
ϥογϡΞοϓΛ͖͍ͩͨͯͬߦ·ͨ͠ɻ
ɹಉ༷ͷݚमΛ�݄��೔ʢՐʣɺ��݄��೔ʢਫʣʹ ։࠵Λ༧ఆ͓ͯ͠Γ·͢ɻ
ಉ෧͍ͯ͠ΔҊ಺ঢ়Λ֬͝認͍ͩ͘͞ɻʹࢽ͸会ใࡉৄ
ࢯɹେ࿨ç༝ඒçࢣߨɹ姫路経営者協会çొ࿥ࢣߨ

ճ౴ॻͷ಺༰ʹ͖ͭ·ͯ͠͸
౰協会)1͔Β͝ཡ͍͚ͨͩ·͢ɻ�⾣�
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����ͻΐ͏͝ۀاͱֶੜのަྲྀ会ʢฌܦݝݿӦऀڠ会ç࠵ڞʣ

ɹ�݄��೔ʢ೔ʣʹ ਆࡍࠃށ会ؗ�֊େϗʔϧʹͯʮ����ͻΐ͏͝ۀاͱֶੜͷަྲྀ会ʯΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ姫路経営者協
会͔Β͸�社ͷࢀ͝ʹۀاՃ͍͖ͨͩɺֶੜʹۀا͚޲આ໌ͱࣗ社ͷΠϯλʔϯγοϓΛ13͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ
ɹֶੜࢀՃ者͸௿ֶ೥ͷׂ߹͕ଟ͘ɺૣ͔͘Βब৬׆ಈΛҙࣝͨ͠ҙཉతͳ࢟੎͕ݟΒΕ·ͨ͠ɻ

ʪ׆ڠܦಈใࠂʢ�݄ʣʫ

ʣۀࣄԉࢧอ֬ࡐの࠙ஊ会ʢ΋のͮ͘Γ人ۀاಋ୲౰ऀͱࢦのਐ࿏ߍߴ

ɹ�݄��೔ʢՐʣʹ ϗςϧϞϯτϨ姫路ʹͯʮߍߴͷਐ路ࢦಋ୲౰者ͱۀاͷ
࠙談会ʯΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹຊ೥౓͸நબʹΑͬͯબ͹Εͨ��社ʹΑΔϒʔεࢀՃͱɺ͓ਃࠐΈ͍ͨ
͍ͩͨ��社ͷ׵ަ໊ࢗʹۀا会΁͝ࢀՃ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻߍߴ͸͔ߍ��Β
ਐ路ࢦಋ୲౰者༷ʹ͝དྷ৔͍͖ͨͩɺ֤ߍͷੜెͷਐ路ঢ়گ΍ر๬ۀاͱͷ
࠙談Λ͖͍ͩͨͯͬߦ·ͨ͠ɻ
ɹ౰೔͝ࢀՃ͍͍ͨͩͨ͝୲౰者ͷօ༷΁ް͘ྱޚਃ্͛͠·͢ɻ

˗ૉ঎ձࢎձࣾେԬࣜג˗
৽̋代表औక役社௕ɹଜాɹ੓ࢯ޿
◯旧代表取締役社長　黒川　哲夫氏
˗ϗςϧϞϯτϨඣ࿏˗
৽̋෭ ૯ ࢧ ഑ 人ɹᖒҪɹರࢯ࢙
◯旧総　支　配　人　大原　拓也氏
ߦҪॅ༑ۜࡾձࣾࣜג˗
　ඣ࿏๏ਓӦۀ෦˗
৽̋姫路法人営ۀ෦௕ɹ∁୩ɹलೋࢯ
◯旧姫路法人営業部長　板東　康洋氏
˗౦ژւ্೔ಈՐࡂอࣜגݥձࣾ
　ඣ࿏ୈҰࣾࢧ˗
৽̋ฌݿຊ෦çฌࢧݿళç෦௕ɹງ઒ɹɹஐࢯ
◯旧兵庫本部 地域営業部 姫路第一支社 課長

堀井　元一氏
˗ձࣾࣜגཅಛघ੡߯ࢁ˗
৽̋代表औక役社௕ɹ෱ాɹ࿨ࢯٱ
◯旧代表取締役社長　宮本　勝弘氏
˗౦༸ςοΫඣ࿏ࣜגձࣾ˗
৽̋代 表 औ క 役ɹ஑ాɹढ़྄ࢯ
◯旧代 表 取 締 役　市橋　清弘氏
˗ඣ࿏έʔϒϧςϨϏࣜגձࣾ˗
৽̋代表औక役社௕ɹԬٱɹढ़ࢯ࣏
◯旧代表取締役社長　樽谷　篤明氏

୅දऀมߋ

˗ձࣾμΠηϧçඣ࿏੡଄ॴࣜג˗
৽̋姫路੡଄ॴç໢޻ׯ৔௕ɹதੴɹকࢯ޺
◯旧姫路製造所 網干工場長　本田　公映氏
˗ձࣾ೔ຊ৮ഔçඣ࿏੡଄ॴࣜג˗
৽̋ࣥߦ役員ç姫路੡଄ॴ௕ɹԬ࡚ɹ࿨人ࢯ
◯旧執行役員 姫路製造所長　横井　時浩氏
˗෱৳ిࣜגػձࣾ˗
৽̋代表औక役社௕ɹٶ಺݈ࡾ࿠ࢯ
◯旧取 締 役 会 長　宮内　康伴氏
˗೔మ෺ྲྀࣜגձࣾç੉ށ಺ࢧళ˗
৽̋ࣥߦ役員 ࢯళ௕ɹɹɹԬຊɹ࿨࣮ࢧ
◯旧常務執行役員 支店長　岩本　芳昭氏
˗৔޻ձࣾϚϯμϜç෱࡚ࣜג˗
৽̋޻ɹɹ৔ɹɹ௕ɹኍాɹྙࢯٱ
◯旧工　　場　　長　岩田諭喜文氏

ཧࣄɾ୅දऀมߋ

会 員 情 報

�ॱෆಉɾܟশུ�

会໊ࣾมߋ
˗μΠϋπΠϯϑΟχΞʔεඣ࿏
˗ձࣾࣜג　
◯旧ダイハツディーゼル姫路株式会社

˗5011"/ύοέʔδϓϩμΫπ
˗৔޻ձࣾç෱࡚ࣜג　
◯旧株式会社トッパンパッケージプロダクツ 福崎工場

˗/55੢೔ຊࣜגձࣾ
　ฌࢧݿళçϏδωεӦۀ෦˗
◯旧西日本電信電話株式会社 兵庫支店 ビジネス営業部

˗ୌ઒ࣜגۀ޻ձࣾ˗
ᶃ୍઒ɹদฏࢯ
ᶄՃݹ઒ࢢฏԬொத໺ùøøôø
ᶅҰൠػցث۩੡଄ۀ

˗ΞΫαੜ໋อࣜגݥձࣾ
　ඣ࿏Ӧۀॴ˗
ᶃീ໦ɹ෢ࢯߒ
ᶄ姫路ࢢԼࣉொûúç姫路঎޻会ٞॴû֊
ᶅੜ໋อۀݥ

˗୍ຊࣾձอݥ࿑຿ࣄ࢜຿ॴ˗
ᶃ୍ຊ;͞ࢯࢬ
ᶄՃݹ઒ࢢฏԬொೋມþüÿôùü
ᶅ社会อݥ࿑務士

新ೖ会һ঺հ
ᶃ代表者໊ɹᶄॴࡏ஍ɹᶅۀछɹᶆ঺հ会社

˗ެӹࣾஂ๏ਓ ฌۀ޻ݿձ˗
৽̋会ɹɹɹɹɹ௕ɹࡾ୐ɹढ़໵ࢯ
◯旧会　　　　　長　宮脇　新也氏
˗ฌݿ੢೶ڠۀಉ૊߹˗
৽̋代表理ࣄ૊߹௕ɹԬຊɹ௚ੜࢯ
◯旧代表理事組合長　福本　博之氏
˗ϋϦϚڞ࿨෺ࣜג࢈ձࣾ˗
৽̋代表औక役社௕ɹ౔԰ɹࢯًڡ
◯旧代表取締役社長　津田　信也氏

会һ਺ਪҠσʔλ ï3þõþõø࣌఺ʣ

全　　体 660
第一部会（従業員数100人未満） 429
第二部会（従業員数100人以上500人未満） 134
第三部会（従業員数500人以上） 90
団　　体 7

Βͨ͠·͍͕͟͝ߋɹ会員৘ใʹม˗͍ئ͓˗
Ͱ͓஌Β͍ͤͩ͘͞ɻɹ·ہ務ࣄ

˗ձࣾ٢ඒࣜג˗
৽̋代表औక役社௕ɹ҆ੵɹ୓໵ࢯ
◯旧代表取締役社長　佐藤　　清氏
˗ӡૹٶձࣾ৽ࣜג˗
৽̋代 表 औ క 役ɹ໦ೆɹ৾Ұࢯ
◯旧代 表 取 締 役　木南　一志氏
˗೔ຊϙϦϚʔࣜגձࣾ˗
৽̋代表औక役社௕ɹԣҪɹࢯߒ࣌
◯旧代表取締役社長　荒川　和清氏

⿣ཟद๙ষ⿣
Τϛεࣜג会社ç代表औక役
٢ԬɹҰതࢯ

⿣ཟद๙ষ⿣
会社೻ຏωοτࣜג会社େ݈ʗࣜג
代表औక役
人ݟɹՅ৳ࢯ

ࣄɹɹɹܚ
ӫ͑͋Δडষ͓ΊͰͱ͏͍͟͝·͢

姫路経営者協会Ͱ͸�݄ʙ �݄ͷՆٳقՋؒظʹ͓͍ͯେֶੜΠϯλʔϯγοϓਪਐۀࣄΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹྫ೥�݄ࠒΑΓड͚ೖΕूืۀاͷ͝Ҋ಺Λ͓ͯ͠Γ·͢ͷͰɺ͝ Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ·ہ務ࣄຯ͕͋Δํ͸ͥͻڵ
ɹ˞ࠓ೥౓ͷूืۀا͸ऴ͓ྃͯ͠Γ·͢ɻ
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Πϯλビϡーۀا

　当社の設立は1920年、今年で104年目を迎えます。
元々製材業を営んでいた祖父が、腕の良い職人を集
め、建築業を始めたのが創業のきっかけです。昭和時
代から土木事業も開始し、主に網干地域の公共事業を
請け負い、これまでに近隣の学校や公共施設の建設に
携わってきました。さらに祖父は鉄筋コンクリート造
の建設に早くから取り組み、公共事業に加えて民間施
設の建設や大規模工場の整備・メンテナンス事業も開
始し、現在は事業の8割が民間企業からの受注となっ
ています。
　私は親族内承継になりますので、幼少期から家業を
継ぐことを視野に入れて育ってきました。大学では建
築学を専攻し、卒業後は当社に入社、現場勤務を経て
社長へ就任しました。先代社長が事業承継の準備を始
めてから1年後に逝去したため、唐突に事業承継に
至ったわけではありませんでしたが、私自身は営業の
仕事を学び始める段階でしたので、先代が築いてきた
お客様との信頼関係を引き継ぐという点では、大変苦

労しました。現場関係の業務についてはこれまでの経
験から自信がありましたが、お客様との接し方につい
ては、今思えば先代にもっと聞いておきたかったこと
が多くあります。
　社長に就任して今年で20年となりますが、おかげさ
まで現在は民間の事業を中心に、安定した経営を続け
ております。

　先々代の社長から受け継がれてきた「進歩・誠実・
和合」の社訓に基づき、工期内にお客様の要望にしっ
かりお応えするために誠心誠意をもって仕事に取り組
むのが当社のモットーです。月に一度の朝礼では各現
場の進捗やトラブルがあった時の対処方法等を従業員
に発表させ、必要があれば私からもフィードバックを
行います。

ձࣾ֓ཁɾԊֵ

ɾझຯྺܦ
姫路ͷ஍Ͱੜ·ΕҭͪɺେֶͰ͸ݐஙֶΛઐ߈ɻ
ଔޙۀɺࣜג会社ӬԬ૊ʹೖ社ɻ
ΛੵΈͳ͕ΒΩϟϦΞΛॏͶΔɻݧ৔Ͱͷ経ݱ
ù÷÷ü೥ʹ代表औక役ब೚ɻ
஍Ҭͷ公ڞɾຽؒۀࣄʹ௕೥ʹΘͨΓਚྗɻͦͷޭ੷͕
認ΊΒΕɺù÷ùú೥ԫद๙ষडষɻ
༮͍͔ࠒΒಈ෺͕େ͖޷Ͱɺࡏݱͷझຯ͸Ѫݘͱա͢͝
͜ͱɻ

୅දऔక໾ࣾ௕　Ӭ　Ԭ　४　࢘ ࢯ

公共施設や学校の建設、工場整備など、
100年にわたって網干地域のインフラを支え、

地域に根差してきた株式会社永岡組
代表取締役社長　永岡 準司 氏にお話を伺いました。

社԰

Ӧཧ೦ܦ

Ωϟϯύεຊֶؗ޻େֶ姫路ཱݝݿɿฌྫࣄ޻ࢪ
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　直近10年は土木・建築業界は潤っている状況と言え
ます。特に大阪・関西万博の影響が強く、以後5年は
民間にもその勢いが波及してきますので、急激に景気
が落ち込むことはないと考えます。また、材料費の高
騰についても世間では大きな問題になっていますが、
例えば官公庁の仕事であれば、入札時より物価が上
がってしまった場合は対応していただけますし、この
業界にいますと、どの材料がいつ、どのくらい値上が
りするかという情報が入手できますので、民間企業の
仕事であっても価格変動を加味して入札・見積提出を
しています。我々もそうですが、それ以上に施主様に
とって厳しい問題だろうと実感しています。

　先程もお話ししましたが、会社としてのモットーは
「お客様第一」で、私個人のモットーは「社員一人ひ
とりがやりがいをもって働ける職場にする」ことです。
先程の従業員教育の話にも繋がってきますが、従業員
一人ひとりがやりがいを持って働けるように個々に寄
り添える体制で今後も経営を続けたいです。しかし、
業界の動向は5～10年のスパンで考えるのが精いっぱ
いですので、常に周囲の動向を追いかけながら、引き
続き社員が生き生きと働くことができる環境を整える
ことが重要かと思われます。
　また、この先の100年に向けて事業を後継してくれ
る人材を育てることが最大の課題です。理想としまし
ては、自分たちの会社のことだけでなく、工事を請け
負ってくれる協力会社の安全・安心まで考えられる人
材に未来を託したいと考えています。

　現在の従業員数は35名、割合としては現場職9割内
勤1割です。現場で活躍している人材は30代後半～40
代が中心で、施工管理として下請け企業のマネジメン
トをしています。
　従業員にはお客様本位で考える力を身に付け、最後
まで誠意を持って対応すること、危険率の高い仕事が
多いので安全第一で考えて行動することを伝えていま
す。
　また、我々の業界は法令が日進月歩変化し、資格が
なければ行えない仕事も多くありますので、新しく
入社した社員には業界に関する勉強や資格取得のサ
ポートを徹底しています。例えば先輩社員によるレク
チャー、受験対策用ビデオによる社内教育、社外研修
への積極的な参加を実施しています。
　ありがたいことに当社の離職率は非常に低く、居心
地のいい職場づくりができていると実感しています。
私が入社した当初は50名を超える従業員数でしたが、
現在の従業員数ですと一人ひとりの考え方や働き方に
寄り添ったサポートが行えるので、全員の意見を反映
した働き方が提供できています。

景気動向

今後の展望

従業員教育

ॴࡏ஍ɿ˟ýþøôøùüü
ɹɹɹɹ姫路ࢢ໢֞۠ׯ಺ೆொøÿýùôĀ
̩̚ ɿ̡÷þĀôùþûôùùøøɹ̛̖ ɿ̭÷þĀôùþûôúùüü

会
社
概
要

ؘྲྀަͪ·͠΅ɿ͋ྫࣄ޻ࢪ

େ࿨会ؗ΍ΘΒ͗ϗʔϧݟɿೋྫࣄ޻ࢪ

ళࢧ੢çཾ໺༪ాݿɿ+"ฌྫࣄ޻ࢪ



8

଍ఈの௧Έʹ͍ͭͯ

　足底の痛みは、立ち仕事や運動不足、合わない靴の使
用など、様々な原因で起こりうる一般的な症状です。特
に多いのが、足の裏にある腱組織である足底腱膜の炎症
によって生じる足底腱膜炎です。かかとや土踏まず、足
指の付け根などに痛みが生じやすく、朝起きた直後や長
時間座った後に立ち上がるときに強く感じることがあり
ます。
　その他、考えられる原因としては、モートン病（足の
神経が圧迫される）、種子骨炎（足の親ゆびの付け根にあ
る小さな骨の炎症）、疲労骨折、外反母趾や扁平足による
負担の増加などが挙げられます、また足のこわばりから
発症するリウマチもあります。

　痛みが続く場合は、自己判断せずに医師による適切な
診断と治療を受けることで、症状の改善が期待できます。
　治療法としては、局所の安静、湿布や痛み止めの使用、
インソールや装具の装着、ストレッチや筋力トレーニン
グなどのリハビリテーション、場合によっては注射や手
術が行われることもあります。
　日頃から自分の足の観察をして朝と夕方の腫れ具合や
痛む場所をチェックしてみましょう。適切な靴を選び、
ストレッチやマッサージで足のケアを行うこと、長時間
の立ち仕事や運動には休憩をとることも予防につながる
でしょう。

姫路ࢢҩࢣ会
εϙʔπҩֶ
ҕ員会

Ӊ໺௡　խ࠸

会社概要
˔୅දऀ໊　田中　基文
˔ॴ ࡏ ஍　姫路市朝日町65番地
˔TEL．079-224-5611　FAX．079-224-8187
˔ϗʔϜϖʔδΞυϨε　https://fuukouen.com/
˔ઃ　　ཱ　昭和59年10月1日
ࢿ˔ ຊ ۚ　5，000万円

、಺༰　造園工事業、法面処理工事業、森林整備事業、リフォーム業ۀࣄ˔
　　　　　　園芸用品等販売
˔औѻઌɾൢചઌ　林野庁、兵庫県、姫路市、豊岡市、神戸市、大建工業、
　　　　　　　　　日本植生、東亜グラウト工業、LIXIL、TOTO、
　　　　　　　　　クリナップ、タカラスタンダード、ユニソン、
　　　　　　　　　四国化成ホールディングス
˔औѻ঎඼ɾ੡඼　エクステリア工事、園芸資材販売（DWファイバー、
　　　　　　　　　グローアース等）、各種防災工法

ɹ人ྨ๊͕͑Δ໰୊ɺ4%(T࣋ଓՄೳͳ社会ͷ࣮ݱ΁ͷ
Ωʔϫʔυ͸྘ͷ༗ޮ׆༻Ͱ͋Δͱ౰社͸ଊ͑ɺ྘ͷ՝
୊ʢ͓ࠔΓࣄʣʹண໨ɺ྘ͷ͓ࠔΓࣄΛղܾ͢Δ͜ͱ͕
ੈͷͨΊ人ͷͨΊʹͳΔͱߦ͑ߟಈ͢Δ会社Ͱ͢ɻ
ɹ྘ͷ͓ࠔΓࣄ͸ࣜג会社੢ଜ෩ߊԂ΁͝相談Լ͍͞ɻ

セールスポイント

“グリーンブレス”緑と文化を咲かせよう

今後の展望・目標

ɹࣜג会社੢ଜ෩ߊԂ͸����೥ɺί΢ϊτϦͷ໺ੜԽʹऔΓ૊Ή๛ԬࢢͰ২໦԰ͱ͠
ͯ૑͠ۀ·ͨ͠ɻ଄Ԃ԰ɺ๷ࡂ԰ɺ৿ྛ԰ɺԂܳ԰ͱۀࣄΛ֦େ͢ΔதͰɺί΢ϊτϦ
ͷ໺ੜԽʹ΋஍ҬͱڞʹऔΓ૊Έ໺ੜԽʹͯ͠ݙߩ·͍Γ·ͨ͠ɻͦΜͳۀاͱͯ͠ɺ
����೥ɺ姫路ࢢʹຊళΛભ͠ɺฌݝݿશҬͰͷۀࣄͷܧଓͷதͰɺ྘ͷ՝୊ʢ͓ࠔΓ
���೥ۀ૑͚ͯ޲ʹݱଓՄೳͳ社会ʯ࣮࣋औΓ૊Έɺʮʹۀࣄʣʹண໨͠ɺଟ༷ͳ྘ࣄ
Λ໨͠ࢦ·͢ɻ
ɹಛʹɺେࣜגۀ޻ݐ会社ͱڞʹεΪɺώϊΩͷ୺ࡐͷ༗ޮ׆༻͔Βੜ·Εͨૉࡐʢ%8

会社֎؍

౦༸ΤΫεςϦΞʲঊͷٕ৆ड৆ʳ

Ӊ໺௡੔ܗ֎ՊҩӃ

%8ϑΝΠόʔ๷૲࣮ݧத

ϑΝΠόʔɾάϩʔΞʔε౳ʣΛ଄ԂɺԂܳʹར༻͢Δ
औΓ૊ΈΛੵۃతʹ͍ͯͬߦ·͢ɻ
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暑中見舞
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株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ

機
密
書
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

当
社
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
！！

合
田
康
人

代
表
取
締
役
社
長

西
日
本
衛
材
株
式
会
社

常
に
未
来
を
見
つ
め
、

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す

三
木
成
文

代
表
取
締
役
社
長

三
木
弘
鋼
材
株
式
会
社

三
木
弘
義

代
表
取
締
役
会
長

ヘ
ル
シ
ー
で
豊
か
な
食
生
活
に

貢
献
し
ま
す

長
澤
靖
明

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
魚
類
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
食
文
化
の

「
お
い
し
さ
」
を
サ
ポ
ー
ト

山
野
昭
彦

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヤ
マ
ノ

ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

専
門
商
社 前

鶴

靖

代
表
取
締
役
社
長

太
平
工
材
株
式
会
社

ご
縁
に
感
謝
！！

北
村
聡
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
北
村
工
務
店

そ
の
一
枚
は
一
生
を
彩
る
。

写
そ
う
、
家
族
皆
ん
な
で
！

藤
森
久
嘉

代
表
取
締
役

株
式
会
社
オ
ウ
チ
写
真
場

Ｎ
Ｓ
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム
工
法

全
国
展
開
中

阿
比
野

剛

代
表
取
締
役

阿
比
野
建
設
株
式
会
社

清
掃
・
家
事
代
行
・
植
栽
管
理
は

お
任
せ
下
さ
い

橋
本
一
磯

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
播
磨

橋
本
年
一

取
締
役
会
長
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お
か
げ
さ
ま
で
創
立
80
周
年

水
田
裕
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

飾
磨
海
運
株
式
会
社

「
紙
」
の
こ
と
な
ら

何
で
も
お
ま
か
せ
！！

林

叔
子

代
表
取
締
役
社
長

永
井
産
業
株
式
会
社

永
井
敬
裕

代
表
取
締
役
会
長

化
学
で
も
の
づ
く
り
に

貢
献
す
る
企
業

髙
島
正
行

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
シ
マ
ヤ

髙
島
隆
三
郎

代
表
取
締
役
会
長

自
動
制
御
機
器
販
売
、

消
防
設
備
施
工
・
保
守
点
検

山
本
茂
雄

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
興
電
社

堀
江
一
雄

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ホ
リ
エ

地
域
の
み
な
さ
ま
に

喜
ば
れ
る
空
間
づ
く
り

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鎌
谷
一
磨

代
表
取
締
役
社
長

丸
魚
水
産
株
式
会
社

井
澤
竜
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
井
沢
鉄
工
所

「
＋
１
」

プ
ラ
ス
ワ
ン
の
価
値
の
創
造
を

ひ
と
に
健
康
を
、
ま
ち
に
元
気
を
。

坪
井
良
英

姫
路
支
社
長

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

向
上
を
め
ざ
し
て

國
部
伸
也

会

長

一
般
社
団
法
人
姫
路
市
医
師
会

環
境
分
析
の
パ
イ
オ
ニ
ア

石
井
哲
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
兵
庫
分
析
セ
ン
タ
ー

石
井

修

取
締
役
会
長

物
流
を
通
じ

お
客
様
の
お
客
様
も
笑
顔
す
る

杉
本
圭
也

代
表
取
締
役

有
限
会
社
丸
福
運
送
店

『
想
い
』
を
超
え
た
『
カ
タ
チ
』
へ

前
田
隆
彦

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
加
藤
建
築
事
務
所

福
住
達
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

地
域
密
着
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

お
か
げ
さ
ま
で

開
業
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た

片
岡

哲

総
支
配
人

ホ
テ
ル
日
航
姫
路

「
継
続
は
力
な
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す

田
路
加
代
子

代
表
取
締
役

総
合
自
動
車
株
式
会
社

Ｆ
Ａ
機
器
か
ら
制
御
ま
で
、

最
適
を
ト
ー
タ
ル
で

松
原

卓

代
表
取
締
役

姫
路
電
機
材
料
株
式
会
社
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山
下
裕
史

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
１
１
７

冠
婚
葬
祭
・
介
護
で
人
を
つ
な
ぐ

１
１
７
グ
ル
ー
プ

社
是
『
愛
と
感
謝
と
積
極
性
』

黒
田
直
樹

代
表
取
締
役
社
長

三
相
電
機
株
式
会
社

社
会
環
境
プ
ラ
ン
ト
機
器
メ
ー
カ
ー

髙
島

暢

代
表
取
締
役

株
式
会
社
タ
カ
タ
テ
ク
ノ

濵

匡
輝

代
表
取
締
役

ダ
イ
ハ
ツ
イ
ン
フ
ィ
ニ
ア
ー
ス
姫
路
株
式
会
社

進
む
、
を
つ
く
る
。

安
平

亮

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヤ
ス
ヒ
ラ

モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て

美
し
い
未
来
環
境
を
創
る
。

電
気
設
備
で

社
会
を
快
適
で
豊
か
に
し
ま
す
。

小
林
佑
輔

代
表
取
締
役
社
長

小
林
電
工
株
式
会
社

ガ
ス
業
界
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

出
木
舎
丈
夫

代
表
取
締
役
社
長

ガ
ス
物
流
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

食
の
力
で

日
本
の
未
来
を
創
る
！

藤
橋
拓
志

代
表
取
締
役

株
式
会
社
藤
橋
商
店

た
ま
ご
や

『
一
期
一
会
』
皆
様
と
の
出
逢
い
を

大
切
に
い
た
し
ま
す

谷
本
省
二

支
配
人

姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

情
報
通
信
ビ
ジ
ネ
ス
で
、

社
会
に
貢
献
し
ま
す

寺
尾

正

代
表
取
締
役

株
式
会
社
城
山
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

社
会
と
の
共
生

福
永
吉
秀

代
表
取
締
役
社
長

信
栄
運
輸
株
式
会
社

自
動
車
用
ホ
ー
ス
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

曽
我
浩
之

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

株
式
会
社
ニ
チ
リ
ン
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消
費
財
流
通
の

ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

土
屋
匡
輝

代
表
取
締
役
社
長

ハ
リ
マ
共
和
物
産
株
式
会
社

津
田
信
也

代
表
取
締
役
会
長

顧
客
の
動
脈
と
な
り

明
る
い
未
来
へ
の
道
筋
を
創
り
出
す

加
藤
智
佳
子

代
表
取
締
役
社
長

飾
東
電
機
株
式
会
社

防
犯
住
宅
、

デ
ザ
イ
ン
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
両
立

河
越
祥
郞

代
表
取
締
役

応
緑
株
式
会
社

か
わ

ご
え

よ
し

お

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
塗
装
で
世
界
を
彩
る

戸
﨑
寿
人

代
表
取
締
役

戸
﨑
産
業
株
式
会
社

「
地
域
の
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
へ
」

澤
井
敦
史

副
総
支
配
人

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
姫
路

地
域
未
来
牽
引
企
業

帽
田
泰
輔

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ハ
マ
ダ

ぼ
う

だ

た
い

す
け

お
客
様
と
共
に
歩
み
続
け
て
45
年

井
本
裕
順

代
表
取
締
役

ソ
フ
ラ
株
式
会
社

立
花

充

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ノ
バ
ッ
ク

新
し
い
独
自
価
値
観
を
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ら
お
任
せ
を

城

守

代
表
取
締
役

株
式
会
社
昭
和
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

櫻
井
光
男

代
表
取
締
役
社
長

加
西
合
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

Ｋ
Ｇ
Ｋ
グ
ル
ー
プ

地
域
と
共
に
信
頼
を
運
ぶ

「
食
」
は
、
人
を
つ
な
ぐ

泉

周
作

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
泉

平

重
村
道
雄

代
表
取
締
役

株
式
会
社
豊
洋
商
会

恩
を
忘
れ
ず
和
を
も
っ
て

全
従
業
員
が
ひ
と
つ
に

出
張
健
康
診
断
特
殊
健
診
等
は

是
非
お
任
せ
下
さ
い

丸
中
良
典

会

長

一
般
財
団
法
人
京
都
工
場
保
健
会

姫
路
事
務
所
・
姫
路
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部

参
戦
中
！ 岸

田
直
美

代
表
取
締
役

Ａ
Ｓ
ハ
リ
マ
ア
ル
ビ
オ
ン
株
式
会
社

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

心
と
心
の
お
つ
き
あ
い

園
田
和
彦

理
事
長

兵
庫
信
用
金
庫

日
本
最
大
の
総
合
試
験
分
析
会
社

玉
木
輝
幸

瀬
戸
内
事
業
所
長

日
鉄
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
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お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の

暮
ら
し
を
豊
か
に

大
村
浩
一

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
西
松
屋
チ
ェ
ー
ン

森
田
貴
之

代
表
取
締
役
社
長

ナ
ガ
セ
ケ
ム
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

私
た
ち
は
豊
か
な
未
来
の
た
め
に

化
学
す
る

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

毛
利
悦
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

協
和
精
工
株
式
会
社

信
頼
さ
れ
る
先
生
の
検
査
室

岩
本
泰
秀

代
表
取
締
役

株
式
会
社
兵
庫
県
臨
床
検
査
研
究
所

新
発
売
！！

だ
し
屋
が
造
っ
た
鶏
と
野
菜
の
洋
風
だ
し

前
川
隆
嗣

代
表
取
締
役

マ
エ
カ
ワ
テ
イ
ス
ト
株
式
会
社

瀧
川
松
平

取
締
役
社
長

滝
川
工
業
株
式
会
社

社
是
①
健
康
②
迅
速
③
正
確

「
笑
顔
と
感
謝
」

人
見
嘉
伸

代
表
取
締
役

株
式
会
社
大

健

窓
で
快
適
な
住
環
境
を
提
供
し

皆
を
笑
顔
に
し
ま
す

粟
田

昇

代
表
取
締
役

西
日
本
建
材
工
業
株
式
会
社

私
た
ち
は
「
高
信
頼
性
鋼
」
を

提
供
し
ま
す

福
田
和
久

代
表
取
締
役
社
長

山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社

人
は
未
来
を
創
る

髙
田
博
之

代
表
取
締
役
社
長

湊
ハ
マ
株
式
会
社

石
見
安
仁

代
表
取
締
役
会
長

後
藤
秀
範

代
表
取
締
役
社
長

西
芝
電
機
株
式
会
社

JU
S
T E
N
E
R
G
Y
 to FU

TU
R
E

未
来
に
つ
な
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー

島
津
秀
伸

代
表
取
締
役

ム
ツ
ミ
商
事
株
式
会
社

暑
さ
厳
し
い
折
、

お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

桃
井
一
光

代
表
取
締
役
社
長

桃
井
製
網
株
式
会
社

我
社
は
エ
コ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｊ
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

森

純
一
郎

執
行
役
員

生
産
本
部
本
部
長

播
磨
事
業
所
長

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社
播
磨
事
業
所

未
来
は
光
で
お
も
し
ろ
く
な
る

笑
顔
と
夢
に
満
ち
た

営
農
と
生
活
を
創
造
し
ま
す

岡
本
直
生

代
表
理
事
組
合
長

兵
庫
西
農
業
協
同
組
合

設
計
、
製
作
、
据
付
、
メ
ン
テ

プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
の
一
括
受
請

梶
浦
雅
丈

代
表
取
締
役

有
限
会
社
共
立
工
事
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く
だ
も
の
を
通
し
て

お
客
様
と
対
話

伊
賀
千
恵
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社
丸
共
商
店

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
は

お
任
せ
下
さ
い

小
原
竜
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
姫
路
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会

郷
間
英
世

理
事
長
・
学
長

学
校
法
人
弘
徳
学
園

姫
路
大
学

看
護
・
教
育
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
る
大
学

四
宮
幹
人

支
店
長

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店

ご
旅
行
・
イ
ベ
ン
ト
等
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
お
任
せ
下
さ
い

蓄
電
池
・
太
陽
光
発
電

老
人
ホ
ー
ム
及
び
介
護

岸
本
任
司

代
表
取
締
役
社
長

岸
本
木
材
株
式
会
社

木
材
卸
売
・
住
宅
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
・

太
陽
光
発
電

岸
本
隆
明

創
業
者

代
表
取
締
役
会
長

岸
本
木
材
株
式
会
社

土
木
工
事
・
倉
庫
工
場
の
建
設
・

住
宅
工
事 岸

本
任
司

常
務
執
行
役
員

姫
路
港
木
材
株
式
会
社

総
合
ア
ミ
ノ
酸
メ
ー
カ
ー
と
し
て

食
の
未
来
に
貢
献

中
川
善
弘

代
表
取
締
役
社
長

播
州
調
味
料
株
式
会
社

お
客
様
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
商
品
で

笑
顔
を
届
け
ま
す

宮
司
直
人

代
表
取
締
役
社
長

岡
野
食
品
株
式
会
社

和
顔
愛
語 壺
阪
博
昭

代
表
取
締
役
社
長

Y
O
S
H
ID
A
 G
C

未
来
に
向
か
っ
て

み
ん
な
の
思
い
を
か
た
ち
に
！

西
田
俊
一

代
表
取
締
役

姫
路
ハ
ウ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

大
川

淳

代
表
取
締
役

株
式
会
社
大
川
石
材

お
か
げ
さ
ま
で
創
業
百
余
年

健
康
家
族
を
応
援
し
ま
す

浦
上
卓
也

代
表
取
締
役
社
長

ゴ
ダ
イ
株
式
会
社

浦
上
晃
之

代
表
取
締
役
会
長

警
備
も
ビ
ル
メ
ン
も

総
合
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供

池
田
俊
亮

代
表
取
締
役
社
長

人
・
街
・
未
来
を
ま
も
る

東
洋
テ
ッ
ク
姫
路
株
式
会
社

し
ゅ
ん

す
け

鉄
で
未
来
を
未
来
の
鉄
を

小
林
幹
生

代
表
取
締
役
社
長

大
和
工
業
株
式
会
社

原

広
之

代
表
取
締
役
社
長

原
鉄
工
株
式
会
社

ナ
ッ
ト
製
造
・
ね
じ
製
品

及
び
関
連
製
品
販
売



（順不同）
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経
営
の
根
幹
は
人
に
あ
り

桑
名

隆

代
表
取
締
役
社
長

山
特
工
業
株
式
会
社

横
山
嘉
則

取
締
役
所
長

産
業
振
興
株
式
会
社広

畑
事
業
所

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

良
い
会
社
を
目
指
す

地
域
に
根
ざ
し
た

文
理
総
合
大
学
と
し
て
前
進
！！

井
上
清
美

学

長

姫
路
獨
協
大
学

自
販
機
を
通
じ
て

憩
い
の
空
間
を
お
届
け
致
し
ま
す

安
田
喜
昭

代
表
取
締
役

ヤ
ス
ダ
産
業
株
式
会
社

物
作
り
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
迄

御
提
案
し
ま
す
！

竹
谷
真
也

代
表
取
締
役

福
助
機
工
株
式
会
社

真
空
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

阿
部
英
之

代
表
取
締
役
社
長

ア
ユ
ミ
工
業
株
式
会
社

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

庄
司

茂

代
表
社
員

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　
　
庄
司
茂
事
務
所

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
姫
路
市
役
所
前
店

　
　
　
　
　
　
　
飾
磨
店

　
　
　
　
　
　
　
姫
路
花
田
店

C
O
C
O
_de G

O
LF &

 C
A
FE

石
川
博
貴

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
イ
デ
ッ
ク

田
中
和
徳

取
締
役
社
長

三
菱
電
機
モ
ビ
リ
テ
ィ
株
式
会
社

モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す

安
全
施
工
・
安
定
供
給
・

技
術
技
能
の
向
上
を

岸

繁
樹

理
事
長

近
畿
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
協
同
組
合

低
コ
ス
ト
採
用
で
成
果
を
出
す
！

髙
島
泰
輔

代
表
取
締
役

有
限
会
社
市
場
印
刷

ツ
ボ
に
効
く
小
さ
な
一
手
で

大
き
な
成
果
を

中
庭
基
司

中
小
企
業
診
断
士

マ
ス
タ
ー
シ
ー
ド
経
営
相
談
室

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
街
造
り
に
貢
献

柴
田
商
店 松

本
利
人

代
表
取
締
役

有
限
会
社
柴
田
商
店

播
磨
地
域
の
さ
ら
な
る
雇
用
発
展
を

め
ざ
し
、
邁
進
い
た
し
ま
す

梶
原
敏
樹

会

長

姫
路
地
域
雇
用
開
発
協
会



（順不同）

16

鎌
谷
正
弘

代
表
取
締
役

株
式
会
社
カ
マ
タ
ニ

小
島
弘
久

代
表
取
締
役

東
洋
経
済
調
査
株
式
会
社

德
平
裕
二

代
表
取
締
役
社
長

白
鷺
特
殊
鋼
株
式
会
社

立
花
義
宏

代
表
取
締
役

瀬
戸
産
業
株
式
会
社

濵
中

剛

代
表
取
締
役

濱
中
製
鎖
工
業
株
式
会
社

神
崎
文
吾

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
神
崎
組

山
田
重
樹

代
表
取
締
役

オ
ー
エ
ス
産
業
株
式
会
社

岡
上
一
彦

代
表
取
締
役
社
長

岡
上
運
輸
株
式
会
社

田
中
惣
一
郎

代
表
取
締
役

網
干
産
業
株
式
会
社

宮
﨑
雅
彰

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
宮
﨑
商
店

濱
本
博
司

代
表
取
締
役

昭
和
瀝
青
工
業
株
式
会
社

五
嶋
淳
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
や
よ
い

柴
田
耕
作

代
表
取
締
役
社
長

ア
ー
ク
ハ
リ
マ
株
式
会
社

矢
野

健

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
飯
塚
鐵
鋼

坪
田
陽
介

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
坪
田
工
務
店

藤
田
弘
一

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
合
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社



（順不同）
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伊
賀

広

代
表
取
締
役

兵
庫
酸
素
株
式
会
社

伊
賀
産
業
株
式
会
社

大
西
雅
之

代
表
取
締
役

株
式
会
社
日
東
社

梅
田
晶
久

代
表
取
締
役

ア
イ
ベ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社

東

成
吉

代
表
取
締
役

大
栄
運
輸
株
式
会
社

和
田
高
広

理
事
長

播
州
信
用
金
庫

市
川
新
吾

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
井
工
業

丸
尾
将
満

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
正

光

福
本
博
行

代
表
取
締
役

富
士
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

東
田
康
裕

代
表
取
締
役
社
長

日
製
電
機
株
式
会
社

棒
谷
秀
信

代
表
取
締
役

塩
谷
工
業
株
式
会
社

猿
渡
康
隆

代
表
取
締
役
社
長

富
士
物
産
株
式
会
社

奥
村
眞
人

代
表
取
締
役
会
長

川
平
穣
哉

代
表
取
締
役

川
平
電
機
株
式
会
社

多
田
正
彦

代
表
取
締
役
社
長

齊
藤
鋼
材
株
式
会
社

松
本
倫
長

代
表
取
締
役
社
長

フ
ジ
プ
レ
ア
ム
株
式
会
社

廣
瀬
忠
士

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ア
ス
ノ

福
田
裕
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ラ
ト



（順不同）
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三
木
健
義

代
表
取
締
役

株
式
会
社
三
木
組

宮
本
活
秀

代
表
取
締
役

株
式
会
社
宮
本
組

定
信
良
典

代
表
取
締
役
社
長

ダ
イ
ネ
ン
株
式
会
社

塩
谷
宜
数

代
表
取
締
役
社
長

シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社

名
田
和
由

代
表
取
締
役
社
長

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
株
式
会
社

船
田
大
二
郎

取
締
役
専
務

株
式
会
社
イ
チ
ロ
ウ
産
業

壷
阪
康
裕

代
表
取
締
役
社
長

ツ
ボ
サ
カ
機
鋼
株
式
会
社

吉
岡
一
博

代
表
取
締
役

エ
ミ
ス
株
式
会
社

テ
ラ
ッ
ソ
姫
路

河
部
康
伸

代
表
取
締
役

河
部
鋸
刃
工
業
株
式
会
社

上
田
達
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ウ
エ
ダ

澤
田
洋
明

代
表
取
締
役
社
長

サ
ワ
ダ
精
密
株
式
会
社

澤
田

一

取
締
役
会
長

後
藤
博
章

特
定
社
会
保
険
労
務
士

後
藤
博
章
経
営
労
務
管
理
事
務
所

馬
場

隆

代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｈ
・
Ｒ
・
Ｃ

三
宅
智
章

理
事
長

姫
路
信
用
金
庫

内
海

勉

代
表
取
締
役

松
田
土
木
工
業
株
式
会
社

西
田
快
人

代
表
取
締
役

龍
野
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社



（順不同）

19

入
江
道
弘

代
表
取
締
役

第
一
ゴ
ル
フ
株
式
会
社

竹
田
典
高

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
フ
ェ
ス
タ

濵
田
長
伸

代
表
取
締
役

株
式
会
社
浜
田
運
送

小
原
直
人

代
表
取
締
役

播
州
建
材
株
式
会
社

髙
野

勝

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
山
陽
百
貨
店

濱
田

聡

代
表
社
員
税
理
士

公
認
会
計
士

ハ
マ
ダ
税
理
士
法
人

濱
田

聡

公
認
会
計
士

濱
田
経
営
会
計
事
務
所

姫
路
経
営
者
協
会
財
務
相
談
役

⻆
田
城
治

代
表
取
締
役

株
式
会
社
城
洋

糴
川
英
毅

代
表
取
締
役
社
長

日
本
電
研
工
業
株
式
会
社

濱
田
明
彦

代
表
取
締
役
社
長

浜
屋
株
式
会
社

金
城
裕
満

代
表
取
締
役

エ
ス
ケ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

藤
塚
謙
次
郎

代
表
取
締
役

船
場
印
刷
株
式
会
社

高
橋
克
実

代
表
取
締
役

株
式
会
社
イ
ボ
キ
ン

小
谷

彰

姫
路
支
社
長

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
姫
路
支
社

大
谷
幸
司

代
表
取
締
役
社
長

日
伸
運
輸
株
式
会
社

石
田

裕

支
店
長

野
村
證
券
株
式
会
社
姫
路
支
店



（順不同）
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大
西

敦

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ヤ
カ
グ
ル
ー
プ

平
山
憲
司

所

長

日
鉄
建
材
株
式
会
社広

畑
製
造
所

木
谷
憲
一

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
大
同
青
果
株
式
会
社

竹
内
宏
平

代
表
取
締
役
社
長

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醬
油
株
式
会
社

淺
井
昌
信

取
締
役
会
長

手
島
直
樹

支
店
長

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株
式
会
社

姫
路
支
店

勝
間
功
雄

代
表
取
締
役

平
錦
建
設
株
式
会
社

中
島
誠
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ス

村
角

昇

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヒ
メ
プ
ラ

村
角
伸
一

代
表
取
締
役
会
長

金
田
良
平

代
表
取
締
役

株
式
会
社
金
田
組

近
藤
誠
一

姫
路
地
区
統
括
支
配
人

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

黒
田
俊
行

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ン
テ
ェ
ム

原
田
公
弘

代
表
取
締
役

大
洋
興
業
株
式
会
社

寳
角
雅
之

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
寳
角
ギ
ヤ
ー

森

勇
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
東
洋
機
械
製
作
所

龍
田
信
一

代
表
取
締
役
社
長

龍
田
紡
績
株
式
会
社

竹
田
典
高

代
表
取
締
役
社
長

ま
ね
き
食
品
株
式
会
社



（順不同）
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利
安
宏
文

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
板

文

延
賀
海
輝

代
表
取
締
役
社
長

日
本
丸
天
醤
油
株
式
会
社

高
浜
充
治

代
表
取
締
役
社
長

高
浜
酸
素
株
式
会
社

西
本
和
俊

宮

司

播
磨
国
総
社
射
楯
兵
主
神
社

蔦

昌
樹

代
表
取
締
役
社
長

蔦
機
械
金
属
株
式
会
社

小
倉
優
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ユ
ー
パ
ッ
ク

児
島
生
也

代
表
取
締
役

菱
南
電
装
株
式
会
社

千
木
慶
隆

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ユ
メ
ッ
ク
ス

常
盤

充

代
表
取
締
役
社
長

常
盤
電
機
株
式
会
社

岡
久
俊
治

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

岡
田
尚
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

美
樹
工
業
株
式
会
社

岡
崎
和
人

執
行
役
員
所
長

株
式
会
社
日
本
触
媒
姫
路
製
造
所

細
野
友
克

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
警
備
ひ
ゃ
く

井
上
浩
二

代
表
取
締
役

立
建
設
株
式
会
社

村
田

潔

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
帝
国
電
機
製
作
所

岡
田
兼
明

代
表
取
締
役
社
長

大
和
産
業
株
式
会
社



高
野
彰
夫

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ
ー
ジ
株
式
会
社

姫
路
半
導
体
工
場

（順不同）

22

香
山
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社

茅
原
勝
也

取
締
役
本
社
部
長

株
式
会
社
日
触
物
流
サ
ー
ビ
ス
姫
路

中
原

整

代
表
取
締
役
社
長

中
原

整

取
締
役
姫
路
物
流
統
括

日
触
物
流
株
式
会
社

廣
田
倫
久

工
場
長

株
式
会
社
マ
ン
ダ
ム福

崎
工
場

横
田
昌
彦

代
表
取
締
役
社
長

横
田
石
油
株
式
会
社

中
野
敏
光

代
表
取
締
役
社
長

Ｗ
Ｄ
Ｂ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

手
島
美
行

理

事

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組
合

永
井
多
津
美

代
表
理
事杉

本
勝
代

理

事

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
プ
協
同
組
合

山
口
博
之

代
表
理
事

長
濵
昭
吾

代
表
取
締
役

株
式
会
社
洋

行

濱
田
裕
貴

代
表
取
締
役
社
長

サ
ン
ユ
ー
株
式
会
社

山
口
博
之

代
表
取
締
役
会
長

山
口
和
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｓ
Ｂ
Ｃ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
姫
路
日
本
語
学
院

山
本
清
美

代
表
取
締
役
社
長

ア
ン
サ
ー
株
式
会
社

稲
澤
英
孝

代
表
取
締
役

株
式
会
社
日
本
テ
ッ
ク

安
達

裕

代
表
取
締
役

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社

大
森
信
保

代
表
取
締
役
社
長

播
陽
証
券
株
式
会
社



立
花
利
晃

支
店
長

大
和
証
券
株
式
会
社
姫
路
支
店

（順不同）

23

本
田
龍
祐

代
表
取
締
役

株
式
会
社
本
田
商
店

齋
木
健
四
郎

取
締
役
社
長

山
陽
色
素
株
式
会
社

齋
木
俊
治
郎

取
締
役
会
長

藤
田
佳
男

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

株
式
会
社
マ
ル
ア
イ

岸
本
隆
明

代
表
取
締
役

姫
路
港
木
材
株
式
会
社

岸
本
隆
明

代
表
取
締
役

株
式
会
社
三
幸
産
業

田
中
智
樹

代
表
取
締
役
社
長

ブ
ン
セ
ン
株
式
会
社

赤
錆

充

代
表
取
締
役

ヒ
メ
ジ
理
化
株
式
会
社

石
田
一
成

代
表
取
締
役

日
東
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

黒
田
久
子

取
締
役
会
長

星
野
達
也

代
表
取
締
役
社
長

シ
ョ
ー
ワ
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

埴
岡
大
祐

代
表
取
締
役

株
式
会
社
播
磨
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

黒
住
政
治

執
行
役
員
支
店
長

日
鉄
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
株
式
会
社

広
畑
支
店

長
谷
川
雄
介

代
表
取
締
役
社
長

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
株
式
会
社

本
條

潔

代
表
取
締
役

株
式
会
社
本
條
商
店

岡
本
和
実

執
行
役
員

支
店
長

日
鉄
物
流
株
式
会
社瀬

戸
内
支
店

倉
矢
貴
仁

代
表
取
締
役

株
式
会
社
デ
ー
ビ
ー
精
工



（順不同）
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堂
込
孝
志

代
表
取
締
役
社
長

浅
田
化
学
工
業
株
式
会
社

濵
中
健
太
郎

代
表
取
締
役

濱
中
ナ
ッ
ト
株
式
会
社

桑
田
純
一
郎

理
事
長

但
陽
信
用
金
庫

大
西
久
樹

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
小
野
設
計

牛
島
和
果

取
締
役
会
長

髙
石
博
行

代
表
取
締
役

有
限
会
社
高
石
印
刷

内
川
通
孝

支
店
長

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社姫

路
支
店

中
村
顕
治

取
締
役
執
行
役
員

姫
路
工
場
長

住
友
精
化
株
式
会
社
姫
路
工
場

北
条
親
央

姫
路
営
業
支
店
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
兵
庫
支
店

ビ
ジ
ネ
ス
営
業
部

岡
本
孝
康

代
表
取
締
役
社
長

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス

池
田
電
機
株
式
会
社

星
本
昌
俊

代
表
取
締
役
社
長

ス
タ
ー
工
業
株
式
会
社

﨑
野
圭
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
キ
ノ

ダ
ス
キ
ン
兵
庫
西
工
場

佐
和
𠮷
敬

代
表
取
締
役
社
長

佐
和
鍍
金
工
業
株
式
会
社

宮
内
健
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

福
伸
電
機
株
式
会
社

大
橋
正
彦

代
表
取
締
役
社
長

大
セ
メ
運
輸
株
式
会
社

田
邉
浩
平

執
行
役
員

支
店
長

株
式
会
社
き
ん
で
ん
姫
路
支
店

木
南
晋
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
新
宮
運
送
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（順不同）

小
原
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長

播
州
倉
庫
株
式
会
社

岸

雄
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
創
芸
社

横
井
時
浩

代
表
取
締
役
社
長

日
本
ポ
リ
マ
ー
工
業
株
式
会
社

山
本
幹
雄

取
締
役
社
長

虹
技
株
式
会
社

小
野
義
直

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
ン
ド

金
川
富
康

代
表
取
締
役

有
限
会
社
金
川
鐵
工
所

坂
口

均

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ニ
ー
テ
ッ
ク

黒
田
耕
司

代
表
取
締
役
社
長

御
国
色
素
株
式
会
社

豊
田
昌
也

総
支
配
人

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
姫
路
ゆ
め
さ
き

村
田
政
広

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
大
岡
酸
素
商
会

西
脇
康
雄

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
清
交
倶
楽
部

原
田
順
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

原
田
労
務
管
理
事
務
所

原
田
昌
志

特
定
社
会
保
険
労
務
士

原
田
明
浩

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社

小
野

徹

取
締
役
会
長

小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社

多
田
徹
哉

代
表
取
締
役

ユ
ー
ジ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

井
上

修

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
井
上
鉄
工
所



（順不同）
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山
田

巧

代
表
取
締
役

山
田
産
業
株
式
会
社

平
位
宜
規

代
表
取
締
役
社
長

平
位
興
業
株
式
会
社

山
野
正
豊

代
表
取
締
役
社
長

山
野
印
刷
株
式
会
社

木
村
泰
之

理
事
長

医
療
法
人
佑
健
会
木
村
病
院

菅
谷
香
里

代

表

菅
谷
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

芦
田
雄
二

代
表
取
締
役
社
長

三
栄
株
式
会
社

長

尾

真

代
表
取
締
役
社
長

神
姫
バ
ス
株
式
会
社

山
尾
茂
幸

代
表
取
締
役

有
限
会
社
山
尾
熔
接
所

岡
孝
次

代
表
取
締
役
社
長

龍
野
コ
ル
ク
工
業
株
式
会
社

梶
原
敏
樹

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ

中
島
裕
之

代
表
取
締
役

正
幸
堂
印
刷
株
式
会
社

会
員
の
皆
様
に
は
、
紙
上
名
刺
交

換
に
つ
き
ま
し
て
、
多
数
ご
賛
助
賜

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
事
務
局
よ
り
の
暑
中
の
ご
挨

拶
は
、
本
紙
上
を
も
っ
て
か
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

姫
路
経
営
者
協
会

会　
　
　

長

岡
田

兼
明

上
席
副
会
長

林　
　

叔
子

　
　

〃　
　

梶
原

敏
樹

副

会

長

田
中

和
徳

　
　

〃　
　

立
花

義
隆

　
　

〃　
　

壷
阪

康
裕

　
　

〃　
　

黒
田

直
樹

専
務
理
事

伊
藤

惠
介

●
事
務
局
職
員
一
同
●

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
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労務・弁護士編

ॴ定ٳ日のおຍٳΈに年࣍有給ٳՋの計ը的付༩は
໰୊があるか。

࿑基法の年࣍有給ٳՋʢ年ٳʣは従業һが੥求する
にऔಘするのが原則ですが、事情によりऔಘでق࣌
きない人もいます。使用ऀは年ٳऔಘଅਐのため、

年１０日以上の年ٳをอ有する従業һにগなくとも年ؒ⚕日
の年ٳをऔಘしてもらうٛ務があります。例えば₂日しか
年ٳऔಘしていない従業һに、合計⚕日औಘのために࢒り
⚓日の年ٳを一ׅ指定方ࣜやݸ別指定方ࣜ等でق࣌指定し
てऔಘさせなければなりませΜ。ब業規則の明示、そして
औಘق࣌のر๬日をௌき、それをଚॏするように౒めます。
日ࠒから年ٳऔಘঢ়گを೺Ѳする必要があります。
定をక݁してڠに、計ը的付༩制度があります。࿑使࣍　
ब業規則に定めれば࿑使ڠ定日に年ٳをऔಘさせる制度で
すが、従業һがࣗ༝にऔಘするための⚕日ʢ年ؒʣは確อ
しなければなりませΜ。
　年ٳはۈ務日に有給でٳΈをऔಘして体をٳめる制度で
す。対してॴ定ٳ日は、ब業規則やܖ໿等で༧めٳΉ日と

ܾめられた日です。ଟくの会社はि⚑日ʢ日༵日等ʣを法
定ٳ日として、その他にॴ定ٳ日をि⚑日のٳ日とおຍٳ
Έや年຤年始ٳΈ等を࿈続ٳ日とする会社がଟいとࢥいま
す。そもそもٳΈの日に年ٳでٳΈますという੥求はあり
えませΜ。
　そこで、年ٳऔಘଅਐのためとしてॴ定ٳ日の一部をഇ
指ق࣌付༩や使用ऀのٳ後、計ը的年ߋ務日に変ۈしてࢭ
定で年ٳをऔಘしてもらうと考える方もいるかもしれませ
Μ。その変ߋ手続きのため従業һશһからࣗ༝な意ࢥのも
と合意をಘて、࿑ಇܖ໿や࿑使ڠ定を変ߋしॴ定ٳ日をഇ
計ٳ日だった日に年ٳॴ定چ、すればߋ務日に変ۈしてࢭ
ը的付༩等もՄೳかもしれませΜ。しかし、厚生࿑ಇলの
̦ˍ̖では「法定ٳ日ではないॴ定ٳ日を࿑ಇ日に変ߋし、
ましくない。」とあります。また、年޷指定する手法はق࣌
ؒの૯ॴ定ٳ日਺が減গすれば実࣭௞金の減ֹやϞνϕʔ
γϣϯの௿Լ、またܖ࠶໿࣌に本当に「ࣗ༝な意ࢥ」があっ
たかٙ໰ࢹされ、ॴ定ٳ日を年ٳにৼりସえただけで実࣭
上年ٳ付༩日਺を࡟減したと൑அされるϦεΫはେきいと
。われますࢥ

Ｑ

Ａ

೥࣍༗ٳڅՋの
ఆͱ計ըత෇༩ࢦق࣌

࿑務相談員ɹɹɹ
社会อݥ࿑務士ɹ
Ո ຊ ࿨ ٓ

う人が増えている一ࣂやೣなどのϖοτをݘ、ۙ࠷
方で、ϖοτをࣺてたり、ٮ待する人も増えている
との報ಓを見ました。ϖοτのٮ待を८る法律上の

໰୊఺について教えてください。

͝指ఠのとおり、ϖοτのٮ待݅਺は増えています。
ù０ùû年₄月、࡯ܯிのまとめによりますと、ࡢ年１
年ؒの動෺ٮ待ڍݕ਺が１ÿ１݅あり、ù０ý人がୁั・

書類ૹݕされています。౷計をऔり始めた１０年以降、ù０ù１
年の１þ０݅、１ĀĀ人をൈき、݅ ਺・人਺ともに過࠷ڈଟとなっ
ています。
　まず、当たり前のことですが、ϖοτに対するٮ待は൜
待行ҝٮേが科せられます。ϖοτに対するܐ、でありࡑ
は、動෺のѪޢ及び管理に関する法律により、規制されて
います。
　۩体的には、Ѫޢ動෺をΈだりにࡴしたりইつけたऀに
は、⚕年以Լのܐې߆またはü００ສԁ以Լのേ金が科せら
れますʢ同法ûû৚１項ʣ。
　また、Ѫޢ動෺に対し、Έだりに਎体に外ইを生ずるお
それのある๫行を加える、またはそのおそれのある行ҝを
させる、えさやਫを༩えずにࠅ使する等によりਰऑさせる

などٮ待を行ったऀには、１年以Լのܐې߆または１００ສ
ԁ以Լのേ金が科せられますʢ同法ûû৚̎項ʣ。
　さらに、Ѫޢ動෺をҨغしたऀにも、１年以Լのܐې߆
または１００ສԁ以Լのേ金が科せられますʢ同法ûû৚⚓項ʣ。
　ここでいう「Ѫޢ動෺」とは、ݘやೣだけでなく、Ոச
ʢڇ、അ、ಲ、めΜ༽、ࢁ༽ʣ、ௗ類ʢܲ、いえばと、あͻ
るʣその他にも人が઎有している動෺でᄡೕ類、ௗ類ຢは
ᗡ஬類に属するものをؚΈます。
　もしϖοτのٮ待を見かけた場合には、࡯ܯに͝૬ஊく
ださい。
　なお、動෺ٮ待を行ったऀは、ܐ事責任だけでなくຽ事
責任も負うことになります。
　ඃ֐を受けた動෺のྍ࣏費、通Ӄަ通費などはٮ待を
行った人෺に੥求できます。なお、ࣂいओがϖοτをٮ待
されたことによってඃったҚँ料を੥求できるかは೰まし
い໰୊です。ຽ事上は動෺は「෺」としてऔりѻわれ、
「෺」の損յに対するҚँ料は原則として認められないの
ですが、ۙ࠷では一部のࡋ൑例でも例外的にϖοτをٮ待
されたことによるҚँ料を認めているものもग़てきている
ようです。

Ｑ

Ａ

͸Γ·法཯ࣄ務ॴ
หޢ士ɹՃ ౻ ܙ Ұ

ಈ෺ٮ଴͸൜ࡑͰ͢
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新公益法人会計基準の
ポイント

姫路経営者協会 財務相談役
ハマダ税理士法人
代表社員税理士 公認会計士

濱 田 　聡

公益法人制度の見直しに伴い、公益法人会計基準の
見直しもされるそうですが新しい公益法人会計基準
の内容を教えてください。

公益の活性化を図る目的で、令和₇年₄月１日を施
行日として公益法人制度の見直しが実施されます。
これに伴い、公益法人会計基準の見直しも行われま

す。

Ⅰ．新会計基準のポイントを挙げると次のようになりま
　　す。
①公益法人に期待される財務情報の開示の考え方を明確に
するため、「財務報告の目的」を明確化する。
②「正味財産増減計算書」を「活動計算書」に改めるととも
に、わかりやすい財務情報の開示とするため、公益法人
特有の会計処理を見直す。
③財務規律の柔軟化・明確化に伴う法人の説明責任として、
注記及び附属明細で一体的な情報開示を行い、財務諸表
を充実させる。
④公益法人の活動や社会変化への対応として、金融商品や
固定資産に関する会計処理などを明確にする。
⑤寄付によって受け入れた資産に関する情報開示を追加す
る。

Ⅱ．主な改正点
　新会計基準では、基本的に「本表は簡素でわかりやすく、
詳細情報は注記等で」という考え方を採用している。
①貸借対照表の表示

従来の貸借対照表では、基本財産、特定資産は、固定
資産の部において計上することとされていました。新会
計基準では、資産の形態に基づき流動資産または固定資
産に区分表示されます。たとえば使途に制限がある普通
預金などは従来は固定資産の部に計上されていました
が、見直し後は流動資産に計上され、その内容は注記で
表示することとなります。

②損益計算書の見直し
いわゆる損益計算書は、従来は「正味財産増減計算書」
と称され、一般正味財産と指定正味財産が区分されてい
ました。新会計基準では、「活動計算書」へ改称され、従
来の区分内容は注記により開示することとされました。
また費用科目の表示について、従来は給料手当、福利厚
生費等の形態別に分類表示されていましたが、見直し後
は「公１事業費」「公₂事業費」「収益事業費」等の活動
別に分類され、従来の情報は注記により開示することと
されました。
③会計処理について

新会計基準に詳細な会計処理に関する規定がない場
合、公益法人の財務報告の目的を勘案の上で、他の一般
に公正妥当と認められる会計基準を参照することとされ
ました。一方で、固定資産の減損会計などは、公益法人
の特殊性を考慮し、企業会計の基準とは異なる内容と
なっており、留意が必要です。
④小規模法人の負担軽減

会計監査人設置法人以外の法人は、一部の項目につい
て適用または作成しないことや簡便的な方法の適用が認
められています。
⑤経過措置等

今回の改正で、作成することが必要になる貸借対照表
の区分経理情報は、注記で開示する方針になったことに
伴い、正規の簿記の原則の例外として、継続記録法によ
らず、棚卸法的に作成することが容認されています。ま
た、新会計基準は令和₇年₄月１日以降に開始する事業
年度から適用されますが、令和１０年₄月１日前に開始す
る事業年度までは、従来の会計基準を引き続き適用する
ことができます。

Ⅲ．まとめ
　今回の改正により、財務諸表の表示が簡素化されること
となりますが、その分注記の充実が求められています。従
来と同程度以上の管理体制が必要です。

Ｑ

Ａ



〒650-0022　神戸市中央区元町通 6-1-8　東栄ビル 1階
TEL 078-366-4252　　FAX 078-366-1080

兵庫事務所
TEL079-226-4100



▶

7ɾ8݄߸
●No.495

2025

姫路経営者協会会報

N
o.495

令
和
7
年
7
・
8
月
号
／
令
和
7
年
7
月
14日
発
行
●
発
行
所
／
姫
路
経
営
者
協
会
〒
670-0932

姫
路
市
下
寺
町
43
☎（
079）288-1011

FA
X（
079）289-1415

隔
月
発
刊
　
姫
路
経
営
者
協
会
会
報

ೆޫͻ·ΘΓാʢఏڙɿࠤ༻ொʣ

CONTENTS

●会員企業ミニ紹介コーナー…… 8
●だいじょうぶ？………………… 8
●暑中名刺交換……………… 9～26
●Ｑ＆Ａ…………………… 27～28

ୈ��ճ�ఆ࣌会һ૯会
●特集　1～2

株式会社永岡組
●企業インタビュー　6～7

ࠂಈ計ըɾใ׆ۀࣄ
●経協レポート　3～5




